
大きさと太さで誘導する

　見る人は大きい要素から目が
行きます。
　最初に見て欲しい要素は大き
く、注釈など読まなくても影響が
少ない要素や目立たせたくない
要素は小さくします。
　文字だけのデザインのときで
も、見出しの文字を本文よりも
大きくすることで、見出しを先に
見てもらえるように視線誘導が
できます。
　線の太さや文字のウェイト（太
さ）も視線誘導に役立てられます。
太い方が目が行きやすく、細い方
が目が行きにくいです。

同じ形・同じ色で誘導する

　同じ形、同じ色で揃えた要素は、
ひとつのグループとして捉えられ
ます。
　見る人は、同じ形、色の要素を
見てから、次のグループの要素に
移るので、まとめて見て欲しい
要素をグループにして、形や色を
揃えます。
　要素が多くて見づらいと感じた
ときにも効果的です。その要素で
グループ分けをし、グループごと
で色を変えてみると、見るべき
範囲がわかりやすくなります。

同じ形 同じ色

同じ色の要素を

ひとつのグループとして捉える

同じ形の要素を

ひとつのグループとして捉える

大きい→小さい 太い→細い

大きい要素 → 小さい要素

の順に目線が動く

太い要素 → 細い要素

の順に目線が動く

太太中細細
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視線誘導の方法

見る人が迷わないデザインを作るための



まとめ

大きい要素→小さい要素の順で誘導する

太い要素→細い要素の順で誘導する

同じ形・同じ色の要素はひとつのグループとして捉えられる

数字の順番で要素を追いかける

●

●

●

●

数字で誘導する

　数字がついている要素は、数字
の順番で目が追います。
　見て欲しい順番でどうしても
配置できないときや、要素同士の
余白が少なかったり、順番がわか
りにくいレイアウトの場合は、要素
に数字をつけることで、見る順番
を誘導することができます。
　手順を説明する内容など、順番
が大切になるときに効果的な方法
です。
　レイアウトで順番通りに配置
できないときにも使える方法です
が、数字がついていても、見る人
が予測したところに次の内容が
ないと、混乱を招き正しく情報が
伝わらなくなってしまいます。
　順番が大切な要素は、配置の
向きに規則性を持たせるように
しましょう。

数字
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数字がついている要素は

数字の順番で目線が動く
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